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手島繁一（法政大学／協同総研常任理事）

協同集会とインターネット

　2000年11月末に行われた協同集会は、インターネットを初めて意識的に活用

した集会としても画期的でした。

　わたしたちがインターネットでよく利用するのは、メール系アプリケーション（電

子メール、メーリングリストなど）と、Ｗｅｂ系アプリケーション（ホームページ、電

子掲示板、チャットなど）ですが、メール系は研究所の活動でも日常的に使わ

れるようになってきているので、今回はＷｅｂ系 の活用能力を高める目的もあっ

て、協同集会用の特設ホームページを設置することを主眼におきました。

　協同集会特設ホームページの構想は実行委員会の当初方針でも位置づけられ

ていたのですが、実際に立ち上がったのは10月中旬でした。立ち上げ作業に

携わったのは、 研究所からはわたし手島、労協新聞編集部の野口真之さん、

センター事業団のネットワーク管理者の山田知雄さんです。わたしと野口さんが

コンテンツの作成 （＝ページの作成）、 山田さんがネットワーク管理という分担

で、 10月の 「体育の日」 連休をつぶして作業にあたりました。

　協同集会特設ホームページは、労協連のレンタルサーバー 上に置くことにし

ました。ホームページのＵＲＬは、http://www.kyodo-net.roukyou.gr.jp

　ホームページの構成は次のようにしました。

（１） トップページ

（２） 全体集会 （記念講演とリレートーク） の企画紹介ページ

（３）分科会の企画紹介は12のすべての分科会ごとにページを独立させました。

スタイルシートという技術を利用して統一感を出すようにするとともに、準備の進

展に即応してページ内容を更新しやすくするように工夫しました。

（４）協同集会の沿革と趣旨にふれた中川雄一郎・協同総研理事長の「呼びか

け」

（５） 実行委員会のページ （実行委員会のお知らせと議事録）

（６）ホームページ上から参加申し込みができる「フォーム」。集会当日、「フォー

ム」 から参加申し込みを送信したができなかった、 という苦情もお聞きしました

が、 その原因は分かっていません。 ただ、 ここから20人を超える申し込みが
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あったそうです。 ことに、 従来全く関係がなかった方から、 いわゆる 「飛び込

み」の申し込みがあったことは、インターネットの真価を示すものとして象徴的な

出来事です。

　更新作業は、わたしと野口さんが分担して行いました。ほぼ１週間に１回程度

は更新できたと思います。 ただ、 実行委員会事務局とのコラボレーション （共

同作業）には課題を残しました。

　協同集会特設ホームページへのアクセス数は調べていません。ただ、 ネット

ワーク管理者の山田さんによると、協同集会ホームページを立ち上げて以降、

労協連のレンタルサーバー へのアクセスカーブが顕著に上がった、 との証言

があります。アクセス数はカウンターを付ければ直ちにわかることだったのです

が、 今回はそこまで技術と根性が追いつきませんでした。

　なんにしろ、初めてって大変なことです。われながらよくやったと思ってます。

野口さんも、 山田さんも。 皆さん、 誉めてやって下さい。

単なる一歩か？偉大なる一歩か？

　にもかかわらず、 いまから振り返ってみて、 反省点は山のようにあります。

　例えば先のＨＰそのものに関していえば、「協同集会の歴史」「物品販売を希

望する方への申し込みフォーム」、 「過去の集会の写真特集」 などのページを

作ることも考えていたのですが、結局出来ませんでした。また準備過程をＨＰに

シンクロさせるというという点では、十分やり遂げることが出来ませんでした。

　ＨＰの活用という点では、過去の協同集会やヘルパー交流会、国際シンポ、

雇用シンポなどの各種催しにご協力いただいた組織や個人の方に広く宣伝し、

それらの組織・個人が主宰ないしは関係するＨＰとの相互リンクを張るといったこ

とや、 あるいはメールアドレスを収集し、電子ネットワークを構築するなどという

構想 （「バーチャル協同ネット」あるいは 「ｅ－協同モール構想」）もあったので

すが、残念ながら方針倒れに終わりました。

　とはいえ個々人の努力には特記すべきものがあったことを言っておかなければ

なりません。 コンテンツ制作作業の中心になった野口さんは、 「ＪＡ全農」 のＨ

Ｐ （http://www.zennoh.or.jp/forum/bbs/enter.htm）、 「福祉チャンネル」 のＨ

Ｐ（http://www.fukushi.com/guestbook/custombbs.cgi）の掲示板に投稿したり、

「大学生協連」のリンク集（http://www.univcoop.or.jp/member/index.html）か

ら各単協のメールアドレスを収集してメールを送ったり、獅子奮迅の活躍ぶりで

した。研究所事務局長の飯島信吾さんは、参加している「民衆のメディア・メー

リングリスト」 や 「出版ネッツ・メーリングリスト」 に情報を発信されています。

　情報社会論においては、個人がインターネットなどのツールを駆使することに

よって、 主体の能力を拡張できること、 すなわちエンパワーメントされる可能
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性が論じられています。しかしそのためには、主体が謙虚になること、絶えざる

リフレクション （自己照射あるいは自己反省） が必要です。

　「いや、作業してみて、いかに、われわれが、一般性のない言葉を使ってい

るかが身にしみてわかりました」とは、 野口さんの述懐です。 「顧客」 が限定さ

れた 『労協新聞』 に情報を発信するのと、 不特定多数を相手にするウエッブ

サイトに情報を発信するのは、まったく位相を異にするものであり、その位相の

違いを意識することが情報主体を変革するという関係が、端的に言い表されて

います。

　ともあれ、わたしたちはインターネットが拓きつつある広大な情報の海に乗り出

したわけです。 正負いずれの経験にしろ、 未だオンゴーイングの過程ですか

ら、 全ては挑戦的試みです。 この試みを 「単なる一歩」 にするか、 はたまた

「偉大なる一歩」にするかは、これからのわたしたちの情報リテラシー（使いこな

し能力） の向上にかかっています。

協同集会ホームページは常設します

　さて、積み残した課題もありますので、協同集会特設ホームページは今後とも

常設ホームページにすることにしました。取りあえずは、2000年集会の記録をこ

のサイトに全て収録します。そしてゆくゆくは、このサイトが協同集会に集った個

人や組織の交流の場＝ 「バーチャル協同ネット」あるいは 「ｅ－協同モール構

想」 に成長発展するように運営していきたいと思っています。

　そのための第一弾として、「協同集会写真集」を作成しました。豪華絢爛（^^;）

３本立てになっております。

（１）全体集会編 http://kyodo-net.roukyou.gr.jp/slide1/slide1.html

（２） リレートーク・ 交流会編

http://kyodo-net.roukyou.gr.jp/slide1/slide2.html

（３）分科会編 http://kyodo-net.roukyou.gr.jp/slide1/slide3.html

　協同集会を一時的イベントに終わらせることなく、ネットワークを持続させるため

に、どういうことが必要なのか、考えられるのか、皆さんの考えをお聞かせいた

だければ幸いです。

ＨＰ研究会と子育て協同組合「あざみ」のＨＰの立ち上げ

　ということで、 研究所も含めて労協連関係組織のメンバーのネットリテラシー

（使いこなし能力）を高めることは、緊急かつ重要な課題です。という課題意識

のもとで、2000年春から労協連関係組織を対象に実学に徹した「ＨＰ （ホーム

ページ） 研究会」 を立ち上げ、 月１回のペースで研修を積み重ねてきました。

メンバーは回を重ねるごとに増えては来ているのですが、固定的には１０名前
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後。 労協連のＩＴ化を進める有力メンバーに育ってきています。

　その研究会の共同作業で、2000年12月中旬、一つのＨＰを立ち上げました。

東京・板橋でワーカーズコープ方式で育児・子育てを事業化しようと奮闘してい

る 「ワーカーズコープ・ あざみ」 のＨＰを制作し、 サーバーにアップしました。

　もちろん、 プロの制作者のようにはいかず、 アレコレ試行錯誤はあったので

すが、 ともかく、 ごく普通の人がごく普通の技術を使って全世界に情報を発信

することができるということは実感できたのではないかと思います。「ＨＰも難しく

ない！インターネットだってもう平気！」。

　素人集団が作ったものですので、 アチコチに穴があるのは当然で、 それが

またインタラクティブなコミュニケーションを呼び起こすことになるのです。情報理

論でいう、 ヴァルネラビリティです。 以下のURLで 「ＨＰ研究会」 の共同作業

の成果第１弾を、 是非ご覧ください。

http://ikuji-net.roukyou.gr.jp/

　なお、 わたしは労協連加盟組織、 あるいは関係組織がそれぞれ労協連レン

タルサーバーを利用して、ホームページを立ち上げることが、労協や高齢協の

新たな展開にとって非常に有効な方策だと信じています。「徹底民主主義」に

しろ 「情報の共有」 にしろ、 それを現実にする技術、 能力、 意志を身につけ

た個人や集団の成長に裏付けられない限り、単なるお題目にとどまるのみなら

ず、やがては抑圧的言説と機構に転化することは20世紀の最大の教訓の一つ

でしょう。

私的インターネットびっくり体験…予告編…

　さて、このJICR.ORG通信も１周年。おっかなびっくり研究所のＩＴ化に取り組

んでから１年半ほどになります。なにしろ、典型的団塊世代の「オジンルイ」の

わたしですから、 インターネット体験は 「毎日が発見」 の連続 （そういえば、 こ

の雑誌の名前は『協同の発見』でしたね）。年末から年明けにかけての忙しい

時期にもまたまた新しいびっくり体験をさせてもらいました。格好良く言うなら「世

紀越えＩＴ体験」ということになりますか。

　何事も「初体験はうれし恥ずかし、多きもの」。なにしろインターネットに関して

は「毎日が発見」の連続ですから、「私的インターネットびっくり体験」を語らせ

ればネタはつきないのですが、 あいにくと紙数が尽きました。 あとは次回のお

楽しみということにしておきましょう。さて、何が出てくることやら…。
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■　次世代インターネットの鍵を握る「二つのＢ」

　新世紀初頭のインターネットの話題は「二つのＢ」に集中していま
す。「二つのＢ」とは、「Broadband」（ブロードバンド）と「Bluetooth」
（ブルートゥース）のこと。
 「Bluetooth」（ブルートゥース）は、無線通信技術のことで、ＰＣや
周辺機器（ルーター、プリンター、マウス、キーボード、スキャナー、
デジカメなど）を無線で結び、コードレス環境を実現するものです。ま
だ、現在は個人で環境を構築するのには、機器が高価（一般的なＬＡ
Ｎ環境構築でも、5万円程度）なため普及の速度は今一歩なんですが、
恐らく今年後半からは価格が劇的に下がり、各機器間通信の主流に
なっていくものと予想されています。

■　「Broadband」（ブロードバンド）を実現する「二つの方策」

　もう一つの「B」、すなわち「Broadband」（ブロードバンド）とは文字
通りには「広帯域」と訳されますが、インターネットの世界では、「通
信回線の速度が高速で、そのため通信回線を通るデータ容量が大量で
あること」、簡単に言えば「高速大容量」の通信回路のことをいいます。
早くから、次世代インターネットの鍵を握るものとして熱い注目を浴
びてきましたが、世紀転換点に符丁をあわせるかのように、ここにき
て急速に「Broadband」（ブロードバンド）回線の整備と普及が進んでき
ました。そのため、「2001年はブロードバンド元年」「インターネット
常時接続元年」という謳い文句が喧伝されています。
 「2005年までに全家庭に光ファイバー網を整備して超高速インター
ネット網を普及する」ことを国家目標として掲げた「ＩＴ基本法」が、
昨年11月に制定されたことも一つの追い風になっています。ところが、
光ファイバー網によるインターネット接続は、ＦＴＴＨ（Fiber To The

JICR.ORG通信

手島繁一（法政大学／協同総研）
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Home）とも言われますが、その行方は依然として不明確なままです。と
いうのも、わが国の電話回線の６割以上はもう既に光ファイバーに置き
換えられており、大都市圏では各家庭への電話回線を束ねる「き線点」
までは光ファイバーになっているのですが、そこから各家庭への配線に
は膨大な費用がかかること、またその費用を誰がどのように負担するか
の合意が得られていないこと、などの大問題があるからです。いわゆる
「ラスト＊ワンマイル」問題です。
　そこで、ＦＴＴＨが抱える難問を回避しつつ、高速大容量通信を実現
する方策が注目を浴びることになったのです。なかでも、ＣＡＴＶ（も
ともとはCommunity Antenna TeleVisionの略語なのですが、今ではCAble
TeleVision の略語として通用している。有線テレビ）とＡＤＳＬ
(Asymmetric Digital Subscriber Line、非対称デジタル加入者回線)の
二つは、次世代インターネットを実現する最も有力な方策として、急速
な普及が見込まれています。
　実際、インターネットの先進国であるアメリカでは、ＣＡＴＶとＡＤ
ＳＬがインターネット接続の主流になっており、パソコンのＯＳを握る
ことによって「パソコン財閥」を築いたMicrosoft 社は、「インターネッ
ト財閥」に転換すべく、ＣＡＴＶ局の買収工作に血道を上げています。
余談ですが、日本最大のＣＡＴＶ運営会社であるＪＣＯＭ（ジェイコム）
はMicrosoft 社の傘下に入りました。

■　私的「Broadband」（ブロードバンド）体験記

　実は、私も新世紀を期して（？）「Broadband」（ブロードバンド）の世
界に入ることにしました。地元のＣＡＴＶ局によるインターネット接続
サービスの利用料金が大幅に下がったことを契機に、従来の電話回線を
使ったアナログ・ダイアルアップ接続から、ＣＡＴＶ接続に切り替えま
した。だって、今までは初期費用8万円だったのが、何をトチ狂ったの
か2万円に値下げしたんですもの、「これは乗らない手はない」！
　イヤ！速い！快適！というのが実感。アナログ・ダイアルアップ接続
の場合は、モデムを立ち上げ、それからおもむろにジーコジーコとダイ
ヤルして、ガーだのピーだのといった接続音があってから、「接続に成功
しました」というメッセージが出てくるんですね。この段階で、回線や
サーバーが混雑していると「回線がビジーです」だとか、「接続が確立で
きませんでした」などと言われてめげてしまいます。さらにですよ、「接
続成功」とのメッセージが出ても油断できません。重いページにでもア
クセスしようものなら、ページがフルオープンするまで、じっと我慢で
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モニターと睨めっこしているよりしょうがないわけですから…。この
「通過儀式」が省略されるだけでも、大変な能率アップです。
　快適さの理由はこの他にもあるのですが、取りあえず速さの数字で
比較してすると、以下の表のようになります。

▼インターネット接続種別による通信速度の比較

＊速さの単位は「bps」を採用している。「bit/second」つまり「1秒当
たりどのくらいのビット数を送受信できるのか」という意味である。

＊「上り」というのは、データを送る場合の速度。「下り」は、データ
を受信する際の速度。個人では「上り」を利用するのはメール送信
が主、しかもメール送信はデータが軽いテキストですから、この速
さは実用的にはそれほど意味を持たない。「下り」の速さが重要。

＊ＩＤＳＬの速度が「上り」「下り」とも64Kbpsであるというのは、も
はや「神話」に近い。実際は50Kbps程度まで落ちている。

＊ＣＡＴＶとＡＤＳＬの速度にかなりの幅があるのは、それぞれサー
ビスを提供する会社によって「速さの表示基準」がバラバラである
からである。例えばＡ社では「理論的最高速度」（実際には、実現で
きない！一種の詐欺）を表示し、Ｂ社では「実効速度」（実際に出て
いる速度、この表示は良心的）を表示しているからである。

＊ＣＡＴＶとＡＤＳＬのサービスを提供している地域は、限定されて
いる。この原稿執筆時点では、ＡＤＳＬサービス提供地域は首都圏
と大阪府の一部でしかない。

上り 下り

アナログダイ アルアッ プ接続 33.6Kbps 54Kbps

IDSL 64Kbps 64Kbps

CATV 100Kbps～200Kbps 200Kbps～1.5Mbps

ADSL 200Kbps～300Kbps 500Kbps～1.5Mbps

FTTH 10Mbps～30Mbps 10Mbps～30Mbps
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■　「最強の検索エンジン」Googleの登場

　インターネットの広大な情報の海を上手に航海するコツの一つは、「検
索エンジン」を使いこなすことにあります。「検索エンジン」は「検索サー
ビス」「検索サイト」、英語では「search engine」「search tool」とも
呼ばれています。実は、インターネットの中でもっともアクセスが多い
サイトは、「検索エンジン」なのです。
　この検索エンジンの世界で大異変が起こっています。98年に創立され
た新興の検索エンジン「Google」（「グーグル」と発音します）が、高速
で高度な検索機能を武器に急速にシェアを拡大し、あっという間に「最
強の検索エンジン」の地位を獲得してしまいました。一日平均アクセス
数約3億8500万回と桁違いの実力を誇っていた世界最大の検索エンジン
である「Yhoo! USA」は、2000年度から「Google」を検索エンジンとし
て採用することにし、自らはポータルサイト（インターネットで最初に
訪問する、「総合案内」サイト）に特化する戦略に転換しています。
　Googleは、2000年9月には日本語版をリリースし、日本語での検索が
可能になりました。実際に使ってみて驚くことは、自分が探すキーワー
ドのイメージにきわめて近いサイト、ページを見事に探し出して、検索
結果の上位に並べてくれるということです。
　なぜこうしたことが可能になるのかということの詮索は措くにしても、
従来の検索エンジンと比べて、はるかに優れているのは、以下の点です。
　(1)高速であること。Googleは「検索にかかった時間」を表示してくれ
ますが、どんなキーワードであっても、ほぼ0.20秒以内で検索結果が表
示されます。
　(2)どういう訳かはわかりませんが、ノイズ（雑情報）がほとんど混入
されないこと。
　例えば、下記の表をご覧になって下さい。下記の表は「協同総合研究
所」「労働者協同組合」「高齢者協同組合」という三つのキーワードを各
検索エンジンで検索した結果を表示しています。
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▼三つのキーワードに対する各検索エンジンによるヒット件数（2001/3/5日現在）*1

　　*1 全て、日本語ページのみを対象にした検索。
　　*2 Yahoo Japanの「ページ検索」での検索結果。

　例えば「協同総合研究所」というキーワードで拾った件数を見てみると、
Googleでは80件、LYCOS（「ライコス」と発音します）では1876件になって
います。それだけを見ると、より多くのページを拾っているLYCOSが優れた検
索エンジンであるかのように思えます。
　でもそれは「常識の間違い」なのです。LYCOSが拾った件数の中には、例え
ば「生協総合研究所」「三菱総合研究所」「観光総合研究所」などが混入してお
り、しかもそれがランキング上位に表示されています。つまり、ここでは「○
○総合研究所」を優先順位第一位として拾っていて、その関連のサイトやリン
ク先を拾い上げた結果が1876件という驚くべき数字（？）になっているのです。
　これに対して、Googleの80件は絶対数は少ないのですが、ノイズがほとん
ど混入していません。つまり、自分が目的とする情報により適合的な情報を
拾ってくれる、精度が高い検索エンジンであると言えるのです。Yah o o !
Japan、goo、infoseekもGoogleとほぼ同程度の検索件数になりましたが、こ
れもノイズが少ない＝精度が高い、という風に見るべきでしょう。なお、
Yahoo! Japanと gooは三つのキーワード全てで同一の件数ですが、これは、
Yahoo! Japanがgooを検索エンジンとして採用していることの結果であり、実
は同じものなのです。
　(3)Googleが他の検索エンジンと最も違うのは、「キャッシュ機能」を持っ
ていることでしょう。「キャッシュ機能」とは聞き慣れない言葉ですが、要す
るに、かつて存在したけれども、何らかの事情で今はなくなっているサイトや
ページを見ることができる、ということです。例えば、わがJICR.ORGで言う
と、2月下旬にトップページの模様替えをしたのですが、「キャッシュ」とい
う文字をクリックすると、模様替え前の「懐かしい」トップページを見ること
もできます。田中康夫知事が誕生した後と前では長野県のＨＰはどう変わった
のか、などなど追跡が可能です。はまると怖ろしいのですが、使いようによっ
てはかなり面白いことが出来そうです。
　(4)キーワードに対応する公式サイトを一発で開いてくれます。インター

Google Yahoo
*2

goo infoseek excite LYCOS
協同総合研究所 80 87 87 93 242 1824

労働者協同組合 392 469 469 444 419 1663

高齢者協同組合 332 351 351 251 292 3583
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ネットを利用している方はよく経験することですが、公式ＨＰを一発で
当てることは結構難しいものです。今でこそ、「ソニー」だの「厚生労
働省」だのの「メジャー系」の場合は、ブラウザの「アドレス・バー」
にそのままの言葉を日本語で打ち込めば、公式ＨＰを開いてくれるよう
になりましたが、協同総研だとか日本労協連など「非メジャー系」（？）
の場合はそうはいきません。例えば協同総研というキーワードを打ち込
んで、多数でてくる検索結果一覧から「勘に頼って」公式ＨＰのトップ
ページを見つけるか、それとも検索結果一覧に表示されているページを
一つ一つ開いてたどり着くか、いずれにしてもかなりの「熟練」と時間
を必要としたものでした。
　Googleの場合、探したい組織なり団体名をキーワード欄に打ち込ん
で、「I'm Feeling Lucky」というボタンを押せば、どのような組織・団
体であろうが、ほぼ間違いなく公式ＨＰのトップページを開いてくれま
す。わたしのような、もっぱら「非メジャー系」（？）組織・団体を相
手に商売している人間にとっては、この機能は大変助かります。
　Googleの URLは、http://www.google.com/

■　複数の検索エンジンを同時に使う

　各検索エンジンにはそれぞれ特徴があり、ひとつの事柄やキーワード
を複数の検索エンジンでサーチしたい場面があるでしょう。こうした場
合、各検索エンジンを一回一回開いたり閉じたりして探すのはかなり面
倒です。
　ここで役立つのが「メタサーチエンジン」です。「メタサーチエンジ
ン」とは、ある特定のキーワードに対して複数のサーチエンジンを同時
に使って、一気にサーチをかけるものです。前述の表は「メタサーチエ
ンジン」を使って検索したものです。
　国内の代表的な「メタサーチエンジン」を紹介しましょう。
＊search desk 　http://www.searchdesk.com/
＊ WAKANO 　http://www.wakano.co.jp/
＊ナレッジクエリーサーチ 　http://kd.iws.ne.jp/kms/kqs
＊メッチャ検索エンジン 　http://bach.seg.kobe-u.ac.jp/metcha/

　付録として、検索に役立つ参考書を二つだけ上げておきます。
＊別冊宝島編集部編『もっと使える！インターネット検索術』宝島新
書、2000年 4月
＊関裕司『インターネット　最強の検索術』リブロス、2000年 12月
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JICR.ORG通信

手島繁一（法政大学／協同総研）

■　「研究所たよりWEB版」を新設

　紹介が遅れてしまいました。てっきり、
「お知らせ済み」だと勘違いしていましたが、
わたしの思い込みでした。申し訳ありませ
ん。
　なんの話かといえば、「研究所たより WEB
版」というセクションをJICR.ORG内に新設
したということです。昨年の12月20日の更
新から掲載しています。
　もともと研究所の日常活動については、機
関誌『協同の発見』に「研究所たより」とし
て掲載することで会員の皆さまにお知らせす
るという手段を取ってきたわけですが、字数
の制限があって充分に情報を載せることが出
来ないという問題がありました。さらに大き
な問題は、月刊誌掲載記事ですから情報の鮮
度が落ちるということです。月1回、しかも
機関誌発刊時点では２カ月ほど以前の情報と
いうことになるのですから、到底ＩＴ革命の
時代にふさわしいとは言えません。「研究所
の活動が見えない」といったお小言が出てく
るのも、一つはこうした貧弱な広報手段しか
持ち合わせていなかったことによるもので
す。
　そこで坂林専務が考え出したのが、研究所
の日常活動をメーリングリスト（ML）上で発
信するということでした。題して「研究所た

より　ML版」です。昨年の総会（7月1日）
後に創刊号が発信されました。
　なるほどこれはGood Idea！ではありまし
た。ただ残念ながら、ML参加者は50名程度
ですから、情報の伝達範囲は限られてしまい
ます。会員の10分の1にしか伝わらないと
いう問題点があります。
　次はわたしの出番です。会員の中にはML
には参加していなくても、インターネットを
利用できる方はたくさんいるはずです。それ
ならば、「研究所たより　ML版」をWeb Site
にそのまま載っけてしまえばいいのでは。そ
うすると、インターネットでJICR.ORGにア
クセスするだけで、研究所の活動がリアルタ
イム(^_^;)でわかるわけですから…。という
ことで、遅ればせではありますが、昨年末以
来「研究所たよりWEB版」がJICR.ORGに掲
載されることになったのです。
　「研究所たより　ML版」の発信は不定期で
すが、5月7日付最新号で通算50号を記録し
ました。10カ月で50号ですから、月平均5
号は発行されている勘定になります。月 1
回、2500字に限定される「研究所たより紙
（機関誌）版」に比べて、情報の速報性、柔
軟性、情報量の豊富さなどの点において、イ
ンターネットを利用した「ML版」「WEB版」の
優位性は明らかです。
　なお、坂林専務による「ML版」は可及的速
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やかに「WEB版」に仕立て上げてJICR.ORGに
掲載するよう努力していますが、時としてタ
イムラグが生じることがあります。つまり、
「ML版」は発信されているのですが、「WEB版」
の掲載が遅れるという事態が生じることがあ
りますが、その責任はもっぱらわたしめにあ
ります。サボっているわけではないのです
が、なにしろ多忙かつ低能力なものですの
で、皆さまには温かく見守っていただけるよ
う、お願い申し上げる次第です。
　「研究所たよりWEB版」へは、JICR.ORGの
トップページからも入れますが、直行するの
であれば、以下のURLをご利用下さい。
http://village.infoweb.ne.jp/~fvgn6520/
tayoriweb/index.html

【図１「研究所たよりWEB版」目次ページ】

■　協同総研10周年記念集会の特集ページ
を掲載

　協同総合研究所の設立10周年を祝う記念
集会が、３月24日、東京・虎ノ門「パスト
ラル」で開かれ、会員など80名が参加しま
した。「地域に芽吹く協同の営みを交流させ
よう」「現代における協同の意味と可能性を
問おう」「実践者と研究者が協同した『働く
人びと＝市民の協同総合研究運動』のセン

ターになろう」との大きな目標を掲げてス
タートし、10年。社会情勢が刻々と変化し、
協同の意味がますます重要になり、「協同労
働の協同組合」の法制化運動も、本格的に進
展する段階に到達したことを、確認し喜び合
う集会となりました。
　集会の模様は『協同の発見』誌や日本労協
連機関紙『労協新聞』で伝えていますが、
JICR.ORG ではWebの特長を活かして「写真
集」を掲載しました。当日、わたしが即席カ
メラマンに変身して、買ったばかりのデジカ
メでバシバシ撮りまくった写真を掲載してい
ます。チョット古くなった情報ではあります
が、集会の雰囲気をビビッドに伝えるページ
になっていると思います。一度ご覧くださ
い。
http://village.infoweb.ne.jp/~fvgn6520/
10album/

　また記念集会に参加された社民党の谷本た
かし議員のあいさつが、氏のホームページに
掲載されています。わたしが多忙を理由に各
氏のあいさつの掲載をサボっているうちに、
いち早く載せられてしまったのですね。「う
れしはずかし」というべきか、この辺がイン
ターネットの醍醐味ではあるのでしょうね。
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「谷本たかしＨＰ」の情報を知らせてくれた
『労協新聞』編集部の野口さんは、こんな粋
なコメントを付けていました。
　「標題が『協同総合研究所10周年』となっ
ていて、研究所のホームページより早く
（笑）
集会のことが掲載されていますよ。それにし
ても、いつもみているページ以外のところ
に、内輪のことが載ると、なんだか新鮮だわ
（なんだか、こそばいというか・・・）」
　ところで、「谷本たかしＨＰ」のリンク集
には協同総研と日本労協連のＨＰへのリンク
が掲載されています。JICR.ORGが国会議員
のＨＰにリンクされたのはおそらく初めての
ことではないでしょうか。これもまた、
JICR.ORGの歴史の上では画期的な出来事で
はあります。もっと国会議員対策を進めま
しょう。中央段階だけではなく、地方自治体
レベルでも使える戦術です。ＨＰを持ってい
る議員さんに積極的にアタックしてみようで
はありませんか。相互リンクの精神で、私ど
ももリンクを張らせていただきます。
　「谷本たかしＨＰ」のＵＲＬは以下です。
http://www.st21.co.jp/tanimoto/news.htm

【図２　「谷本たかしＨＰ」のトップページ】
＊http://www.st21.co.jp/tanimoto/
news.htmの画面を印刷して貼り付ける。

■　恐るべし！「インターネット携帯端末」

　新学期の始まりとともに驚くべき事実に遭
遇しました。わたしは東京都下のある私立大
学でここ10年ほど一年生のゼミを担当して
います。今年も24名の学生がゼミにやって
きました。全員が携帯電話を所有していま
す。そのことはもはや珍しくはないのです

が、驚くべき事実とは、そのうち１名を除い
て「インターネット接続機能」を利用できる
携帯電話を持っているということでした。
「インターネット接続機能」は各通信会社に
おいてそれぞれ、「iモード（アイモード）」
（NTT系 DoCoMoが提供）、「EZ Web（イージー
ウエッブ）」（KDDI系 auが提供す）、「J-sky
（ジェイスカイ）」（日本テレコム系 J-phone
が提供）との名称が付けられたサービスのこ
とです。それぞれのサービスを利用するに
は、一定の料金（「iモード」の場合、月額300
円）を払わなければならないのですが、ネッ
ト接続携帯電話を持っている学生はすべてそ
の料金を払い、インターネットに接続できる
環境にありました。したがって、彼らはすべ
てE-mailアドレスを持っています。
　もっとも、大学入学祝いに携帯電話を買っ
てもらったというケースが多いため、イン
ターネットの利用はまだ初心者段階という学
生が大半なんですが、とにもかくにもイン
ターネット利用環境にある学生は、わがゼミ
の場合96％ということになります。
　さて一方、パソコンの所有率や利用率は断
然低いのです。自分用のパソコンを持ってい
る学生は４人で、家庭にパソコンがある学生
の場合はほとんどが「オヤジ専用」マシンに
なっていて、使っていないとのことでした。
ま、この年頃になると、１台のパソコンを家
族そろって和気あいあいと使うのも何か気恥
ずかしく感じるんでしょうね。
　JICR.ORG通信でもたびたび「iモード」に
ついてはふれてきましたし、わたし自身も
「インターネット接続端末は、パソコンから
携帯電話に主流が移るだろう」とも述べては
きたのですが、まさかこんなに早くその予測
が現実になるとは、正直なところ思ってもみ
ませんでした。
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　ところで、彼らに携帯電話の使い方を聞い
てみると、通話と並んで「メールで利用して
いる」という答えが多かったですね。さすが
に、「Webサイトを見る」という使い方をして
いる学生はほとんどいませんでした。実はわ
たしも昨年末、携帯電話を「iモード」対応
機に買い換えたのですが、ブラウズ機能＝
「Webサイトを見る」はいまいち利用しにく
いし、利用価値があるコンテンツがまだまだ
の感がします。
　そういうこともあってか、学生自身はイン
ターネットを利用しているという自覚がない
のです。インターネットといえば、「Webサイ
トを見る」ことだと勘違いしているからだと
思います。メールも立派なインターネットの
利用術なんです。「あなた方は、もうすでに
インターネットの世界の市民なんだ！」と
言ってあげました。
　「インターネット接続機能」を持った携帯
電話の発売は1999年２月22日のことで、「i
モード」対応機が先陣を切ったわけです。そ

れからわずか２年あまりで「iモード」機だ
けで2000万台、「インターネット接続機能」
を持った携帯電話全体では3000万台が普及
するようになったのです。
　わたしの考えでは、「iモード」によって携
帯電話のイメージは一変したと思います。「i
モード」発売当時は「携帯電話にパソコンが
入った」と言われたように、「インターネッ
トもできる電話機」というイメージでした。
ところが今では「電話もできるインターネッ
ト端末」と、イメージが逆転しているので
す。
　そのことを象徴的に示しているのが、電車
の中での風景の様変わりです。携帯電話が爆
発的に普及しだした頃は、電車内での携帯電
話の使用が社会問題になりました。特に若者
が傍若無人に電車の中で電話する事が世間の
非難の的になりました。ところが、わたしの
主観的な観測かもしれませんが、昨年頃か
ら、電車の中はミョーに静かになったような
気がします。そう思ってふと見回してみる
と、若者たちは携帯電話をにらんで無言でテ
ンキーを打っているんです。電車内で携帯電
話を耳に当てて大声で話しているのは、今で
はビジネスマン風か、オジサン族がもっぱら
になっているんです。
　「通話から通信へ」、電話の利用形態が確か
に変わりつつあることを示す好個の例です。
　話が脱線しましたが、わがJICR.ORGも「i
モード」、「EZ Web」、「J-sky」対応のサイト
を立ち上げることが必要になっています。話
題のイチロー選手ではありませんが
「JICR.ORG も変わらなくちゃ！」。ちょっと
古いか(^^;)??
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JICR.ORG通信

手島繁一（法政大学／協同総研）

■「Lモード」が本格始動

　かねてから関心が持たれていた「L モー

ド」サービスが、６月29日から始まりまし

た。

　「Lモード」とは、家庭にある固定電話（い

わゆる電話です。携帯電話の普及によって、

従来の電話がこういう呼び方をされるように

なったのです）から、インターネットに接続

できるサービスのことです。NTT 東日本と

NTT西日本がサービスを提供しています。

　両社が６月20日に発表した資料によると、

「Lモード」サービスの概要は以下のように

なっています。

　(1)約200の公式コンテンツが提供される。

　Lモードで閲覧できる公式コンテンツは、

天気予報、マネー、グルメ／タウン情報、子

育て／教育、健康／医療／介護など、地域に

密着した情報を中心に17分野、約200サイ

ト。20日の記者発表会では、事例として第一

勧業銀行、すかいらーく、東芝けあコミュニ

ティ（東京都港区）のサイトのデモを報道陣

に公開しました。第一勧業銀行はLモードの

サイト上で預金残高の照会、振込・振替のほ

か、宝くじの購入、当選番号照会などをでき

るようにしています。すかいらーくは同社が

経営する各レストランのメニューの出前を、

これまでの電話とWebサイトに加え、Lモー

ドからも受け付けるようにするということで

す。また、東芝けあコミュニティは世帯主が

30代～40代の家族を対象にした情報提供サ

イト「たんぽぽママ」と、老人介護について

の情報を提供する「けあコミュニティ」を開

設すると発表していました。

　NTT東西では今後約2ヵ月に1回程度の割

合で公式コンテンツを追加していく計画であ

るということです。

　(2)メールも使える。

　また、ユーザーは自宅の固定電話から電子

メールの送受信もできるようになります。L

モードでは、最大2000文字のメールの送受

信が可能になります。メールアドレスは初期

設定では「電話番号@pipopa.ne.jp」ですが、

サービス開始後はユーザーが自分で固定電話

から変更可能です。なお、現在、iモードな

ど携帯電話によるインターネット接続サービ

スで問題になっている迷惑メールへの対策と

して、Lモードでは30件までアドレスを登録

し、メールの受信を拒否できる「迷惑メール

おことわり機能」（無料）を用意した、との

ことです。

　(3)ICカード公衆電話でもサービスを利用
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できる。

　さらに、Lモード加入者は街頭に設置され

ているICカード公衆電話からもサービスを

利用できます。ただし、テレホンカードのほ

かに専用のLモードカード（1枚500円）が

必要ですが。ユーザーはICカード公衆電話

にこれら2枚のカードを挿入し、暗証番号を

入力すれば、Lモードのコンテンツや自宅の

電話宛のメールを見ることが出来ます。

　(4)さて、料金は？

　サービス利用には、月額利用料300円と接

続時間に応じた通信料のほか、各コンテンツ

の情報料（月額／無料～300円）が必要です。

　気になるのは利用者の動向ですが、NTT東

西両社によると、サービス開始２週間後の７

月12日に加入者が約6000件となった、との

ことです。「順調な滑り出しだ」と自己評価

していますが、果たしてどうでしょうか。

　「Lモード」が注目されていたのは、イン

ターネットへの接続に新しい可能性が開かれ

るのではないか、という期待があったからで

す。確かに固定電話は今ではほぼ全ての家庭

にあるわけですから、これがインターネット

の接続端末になれば、ネットの普及は一挙に

進むことになります。

　わたしも新しもの好きですから、さっそく

近くの家電量販店に出かけて、「Lモード」対

応電話機をアレコレいじってみました。店員

さんの話だと、NTT の自己評価とは裏腹に

「売れてません！」との冷たい反応でした。

　「Lモード」対応電話機は、ＦＡＸ対応の大

型電話機に10㎝四方程度の液晶ディスプレ

イが付いたものとイメージされればよいで

しょう。サービス内容（ＨＰを見ることがで

きる、電子メールが使えるなど）は従来のイ

ンターネット対応の携帯電話とほぼ同じで

す。料金設定も同じような水準です。という

ことは、インターネット対応の携帯電話（i

モード、EZweb、J-sky）で利用していたサー

ビスが固定電話でもできるようになったと言

うことです。インターネット対応の携帯電話

よりも液晶ディスプレイが大きい、入力する

ためのボタンが大きい、などの利点がある反

面、固定電話であるために「その場」でしか

使えない、という弱点もあるわけです。

　「これじゃ、ちょっとなぁ」というのが率

直な第一印象でした。

　メールはともかく、サイトやＨＰを見るた

めには、画面の大きさが決定的な条件です。

パソコンは操作性には難点があるものの、そ

の点ではすぐれています。携帯電話の画面が

小さいという難点をクリアーする機器として

は、最近ＰＤＡ（ポータブル・デジタル・ア

シスタント＝携帯電子端末）が注目されてい

ます。ザウルス、パーム、バイザー、クリエ、

カシオペアなどの商品名で販売されている機

器のことです（名前が漏れたメーカーの方、

ごめんなさい）。こういうライバル機器の急

増を見るに付け、「Lモード」にはあまり大き

な期待を抱くことは出来ません。やはり、家

庭用インターネット接続機器の本命は、テレ

ビではないでしょうか。

■ブロードバンドの新動向

　このコラムでも度々取り上げてきたブロー

ドバンド（高速大容量通信）に衝撃的なサー



　71

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 協同の發見 2001.7 No.109

ビスが登場しました。ヤフーとソフトバンク

は６月19日、ADSL接続サービス「Yahoo!BB」

を開始することを発表しました。ADSL接続

料金は、下り最大8Mbpsで月額990円（＋NTT

回線使用料187円）、プロバイダー料金は月

額1290円。合計でも月額2280円（+187円）

との「価格破壊」的サービスになっていま

す。

　ADSL 接続サービスで先行していたNTTと

のサービス内容と料金の比較を下表でご覧く

ださい。

　「Yahoo!BB」は、６月下旬から都内で試験

サービスを始め、８月１日から本サービスが

開始される予定です。

　ADSL は CATV と並んで、ブロードバンド

サービスの本命と目され期待されてきたので

すが、最近では景気の悪い話が増えていまし

た。ADSL サービスのベンチャー企業であっ

た東京めたりっく通信が経営危機に陥った

り、三井物産がADSL事業への参入を断念し

たり、あるいはではADSL事業者の倒産や退

出が相次ぐなど。そこで、「Yahoo!BB」は大

丈夫なのかと心配してしまうのですが、新

サービスの主役であるソフトバンクの孫正義

社長は、「（8MbpsのADSLサービスを月額2000

円台で提供するのは）たしかに思い切った経

営判断だ。接続サービスだけでなく、ポータ

ルサイトの有料コンテンツ、新しい広告など

で、総合的に収益を成り立たせる」つもりだ

と強気の姿勢を貫いています。ちなみに、

「Yahoo!BB」は経営危機に陥った東京メタ

リック通信を買収しました。したがって、今

後ADSLサービスは、「Yahoo!BB」とNTT東西

の両雄の闘いになることが確定しました。寡

占化によるサービスの低下も懸念されなくは

ないのですが、なにしろ、ADSLにはCATV と

いう同一領域におけるライバルが存在するほ

かに、FTTH（光ファイバー）という強力新人

が踵を接して追いかけてきていますから、そ

の懸念は無用でしょう。

　ともかく、昨年11月に「IT基本法」が成

立し、「超高速ネットを５年以内に全国１千

万世帯に普及させる」という国家目標が掲げ

られて以来、インターネットの速度競争は

「戦国時代」に突入したと言ってもよいで

しょう。わずか１年前にはISDNがもてはや

されていたことを考えると、その展開の速さ

には驚愕の感を禁じ得ません。ISDN はもは

や「中速」あるいは「低速」ネットになって

しまいました。

　現在利用可能なインターネット接続種別の

速度は以下のようになっています。

■韓国のブロードバンド事情

　話は変わりますが、韓国は世界きっての

事業者 ヤフー NTT東西 

サービス名 Yahoo!BB フレッツ・ADSL 

下り最大速度 8Mbps 1.5Mbps 

上り最大速度 900kbps 512kbps 

月額料金 2280円＋187円 4050円 

 （NTT回線使用料） （別途プロバイダー 
接続料が必要） 

 

接続種別 接続速度  
アナログ電話回線 56kbps  
デジタル電話回線 
（ISDN） 

64kbps  

ADSL 1.5Mbps ～8Mbps (会社によって差)  
CATV 1.5Mbps ～8Mbps (会社によって差)  
FTTH 10Mbps～100Mbps(会社によって差)  
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ADSL先進国です。韓国の情報通信省は7月13

日，ブロードバンド・アクセス・サービスの

普及率についての速報値を発表しました。参

考までにその内容をかいつまんで紹介しま

しょう。それによると，ADSL、CATVインター

ネット、マンション内LAN接続を合わせた総

数は6月末時点で625万世帯で、普及率は全

世帯の約4割。2000年末に約400万世帯，2001

年 3月末に500万世帯と，3カ月ごとに100

万世帯のペースで増え続けている、とのこと

です。

　625万世帯の内訳は、ADSLが約350万世帯、

CATV インターネットが約195万世帯、マン

ション内LAN接続が約78万世帯。

　韓国政府もわが国と同様に「IT立国」をめ

ざす政策を推進していますが、政府・民間の

資金を合わせて20兆ウォン（約1兆9000億

円）を投資し、2005年までに全世帯の84％

に当たる1350万世帯に平均20Mbpsのブロー

ドバンド・アクセス環境を普及させる計画が

進行中です。現時点で、米国のブロードバン

ド・サービス世帯普及率は約10％で、日本は

約3％ですから、その意欲と到達点は驚くべ

き水準といわなくてはなりません。恐るべ

し、韓国！といったところでしょうか。

■ウイルスに注意

　最近、メール悪用型ウイルスの被害が増え

ています。5月23日には花王が、整髪料サン

プルを提供するサイトの登録会員約1万名に

ウイルス添付メールを配信して、大きな騒ぎ

になりました。これ以外にもパイオニア、河

合塾、ワコール、東京証券取引所などが、や

はり会員向けメールサービスでウイルスを配

信する事故を起こしています。

　わがJICR.ORGでも、研究所のメーリング

リストでウイルス配布の警告が出されたこと

もあります。幸いなことに、関係者の適切な

措置によってウイルス汚染は水際で防がれま

したが、今後こうした問題が起こることは充

分予測されます。

　こうした事件が増えたのは、メール機能を

悪用するウイルスが流行しているからです。

このタイプのウイルスは、感染するとメール

ソフトのアドレス帳に登録されているメール

アドレス宛に、ウイルスの複製を添付した

メールを自動送信するそうです。つまり、感

染すると自分の知人や友人にもウイルスを

送ってしまうわけで、ウイルスの被害者が、

今度は加害者になり、玉突き式に被害が広が

るということになってしまいます。

　ウイルス感染を防ぐには、まずウイルス対

策ソフトをインストールして使うのが基本で

す。さらに二重三重の防衛策として、プロバ

イダーのサーバーでウイルスチェックをして

くれるサービスを利用することを強くお薦め

します。この種のサービスでは、ウイルスが

添付されたメールが自分宛に届くと、サー

バーで関知して配信をブロックしてくれま

す。さらに、どこからウイルスが届いたかを

知らせる警告メールも送信してくれます。

　以下に代表的なウイルス対策ソフトと主な

プロバイダーのウイルスチェックサービスを

紹介します。まだ利用なさっていない方は、

この機会に導入・利用されることを考えて下

さい。

●代表的なウイルス対策ソフト（価格は、

メーカー希望価格。実際はもっと安く買えま
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す）

▼トレンドマイクロ　ウイルスバスター

2001

http://www.trendmicro.co.jp/product/

vb2001/product.htm

常駐して監視するリアルタイム検索、メール

の添付ファイル監視に加え、悪質Webサイト

のブロック機能もある。価格：8500円

▼シマンテック　ノートン ・ アンチウイル

ス 2001

http://www.symantec.com/region/jp/prod-

ucts/nav2001/

常駐機能とメール内容監視機能に加え、スク

リプト型ウイルスを未然に防ぐ「スクリプト

遮断機能」を搭載。価格：6500円

▼マカフィー （発売元：ソースネクスト）

　ウイルススキャン Ver.5.1

http://www.sourcenext.com/products/

vscan/

常駐機能、メール添付ファイルの監視など標

準的な機能を網羅。スクリーンセーバー作動

時に検索する機能もある。価格：8500円

●主なプロバイダーのウイルスチェックサー

ビス

▼ BIGLOBE

http://email.biglobe.ne.jp/vcheck/

シマンテックと提携して「メールウイルス

チェックサービス」を提供。料金は1メール

ボックスあたり、月額料金300円。7月31日

まで無料サービスを実施

▼OCN

http://www.ocn.ne.jp/announce/2001/

0606a.html

トレンドマイクロと提携して「ウイルス

チェックサービス」を提供。OCNダイヤルア

クセス、OCN ADSLアクセスユーザー向けで、

1メールボックスあたり月額200円

▼ DION

http://www.dion.ne.jp/dialup/service/

okonomi/chakushin.html

インフォサイエンスと提携して「お好み着信

サービス」を提供。初期登録料は1 メール

ボックスあたり150円、月額150円。スパム

メールの着信拒否設定もできる

●ウイルス情報サイト

▼ IPA セキュリティセンター

http://www.ipa.go.jp/security/

情報処理振興事業協会のセキュリティセン

ターサイト。最新のウイルス情報や流行の警

告、対策法などをいち早く掲載している。


